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八王子市消費生活基本計画は、「八王子市消費生活条例」

に基づき、市民の消費生活の安定及び向上を図るための消費

者施策を、総合的かつ計画的に推進するための基本的な計画

として、平成 24 年（2012 年）に初めて策定しました。 

今年度は、第２期八王子市消費生活基本計画の計画期

間の最終年度を迎え、消費者を取り巻く状況の変化を考慮

した次期計画として「第３期八王子市消費生活基本計画」

を策定します。 

〈素案 ２頁〉 

消費者を育むことが求められています。  
第３期八王子市消費生活基本計画の策定にあたり、「消

費生活基本計画」及び「消費者教育推進計画」を一本化し、
「消費者市民社会の形成」という観点と消費者被害の予
防・防止に向け、消費者教育の推進を含めた消費者施策に
関わる総合的な計画として施策を展開します。 

消費生活と経済社会の関わりが高度情報化の進展等により
複雑化・多様化する現在、商品の選択や購入は様々な方法で
容易にできるようになりました。その一方で、取引形態やサ
ービスの複雑化・多様化により新しい消費者被害が発生して
います。消費者が安全・安心で豊かな消費生活を営むことの
できる社会を実現するためには、情報提供や被害救済を待つ
だけではなく、消費者自身が被害を回避したり、それに対処
したりするための力を持つ、自立した消費者となることがさ
らに重要となっています。 
また、私たち一人ひとりの消費生活が、地球環境や経済社

会の形成に大きな影響を与えるようになった現代社会におい
ては、自分だけでなく、周りの人々や、将来の世代、内外の
社会情勢や地球環境にまで思いをはせることのできる、社会
の一員としてより良い社会の発展のために積極的に関与する  
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計画の理念を達成するため、社会情勢の変化から見えた計画を貫く３つの視点と 3 つの重要施策を設定し、計画を推進します。 
 

 

 

 

  

〈素案 28～29 頁〉 計画全体を貫く視点と重要施策 

 視点１：公正で持続可能な社会の実現 視点２：デジタル社会への対

応 

 視点３：人とひととのつながりの創出 
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成果
指標 

身近な場所に困りごとを相談
できる人がいる市民の割合 

現 状 
(令和 4 年度） 

 
令和 10 年度 

67.2％  80％ 

〈素案 30～46 頁〉 

消費生活環境の整備 重要施策
１ 

  

市役所内部に止まらず、町会・自治会、民生委員児童委員協議会など地域で活動
する団体のほか、高齢者あんしん相談センター、社会福祉協議会といった地域と密
接な関係を持つ組織に対して正確な情報を適時適切に発信し、最新で有益な情報の
共有に努めます。 
さらに、人・社会・地域・環境に配慮した上で各々との連携をより一層強化する

ことで、互いに支え合うネットワーク、人とひととの結び付きを深めます。 

施策の方向１-１  連携強化による安全の確保  

〈素案 31～36 頁〉 

(１)情報共有に有効なネットワークの充実と連携強化 

市民の消費生活の安定的向上を図るため、商店街の振興、食の安全、住まいの
相談など、衣食住に関する行政施策や、使用後の製品の適切な廃棄処分について
の施策、また、災害から生命と財産を守る施策の充実は生活に欠かせません。こ
の他に、事業者に対する「はかり」の定期検査・指導や製品の安全性に関する検
査・指導を実施します。これら検査・指導の機会を通して、事業者に消費生活に
関する啓発を行い、市民の安全・安心な消費生活環境の実現を目指します。 

施策の方向１-2  安全・安心な消費環境づくり  (１)生活者を取り巻く消費環境の保全 

(2)適正な表示・適正な取引の実現  

消費者市民として、持続可能な社会の実現に向けたエシカル消費を実践するた
めには、SDGｓに貢献する活動やエシカル消費を実践できる消費環境が必要で
す。地産地消の促進や八王子の地元製品購入の場の周知・確保支援、事業者への
SDGs 促進、事業者による食品ロス削減、人とひととをつなぐフードバンク活動
の促進など、環境づくりを推進します。 

施策の方向１-３  S D Gｓの達成に向けたエシカル消費の環境づくり (１)エシカル消費活動に関する事業者や地域

の有機的な連携支援  
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第３期八王子市消費生活基本計画の推進

に向けて、八王子市消費生活センター  

が中心となり、庁内関係部署、国、東京都などの関係機関及び地域

の関係機関などと密接に連携した推進体制で取り組みます。  

計画の推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果
指標 

エシカル消費の実践状況 
（対象は「地産地消」の取組） 

現 状 
(令和５年度）  

 
令和 10 年度 

51.8％  80％ 

成果
指標 

消費生活センターの認知度  

現 状 
(令和５年度）  

 
令和 10 年度 

63.7％  80％ 

消費者教育の推進 重要施策
２ 

  

消費者が自立して合理的な判断のもとに行動できるよう、児童・生徒、大学生、
若者、高齢者など、ライフステージや様々な機会に応じた消費者の学びを充実する
とともに、自らの消費活動が社会や環境に影響を及ぼす可能性があることを自覚
し、持続可能な社会の実現に向けた行動ができるよう、学習機会にデジタル技術を
取り入れ、消費者への学習支援を行います。  

施策の方向２-１  消費者市民を育む学習支援・啓発  

〈素案 37～43 頁〉 

市民生活において消費者教育を継続的に浸透させるため、その担い手の育成と
学習資材の提供・活用に努めます。  

施策の方向２-2  消費者教育推進の担い手の育成と資源の活用  

(１)ライフステージに応じた学習支援・啓発  

（２）効果的な啓発・情報の提供  

（３）SDGｓ・エシカル消費に関する認知度向上  

(１)消費者教育に関する多様な担い手の育成  

(２)学習資材の提供  

消費者被害の防止・救済 重要施策
３ 

  

消費者自身がトラブルを回避できるよう相談会の開催や啓発活動を行うとともに、  
類似被害の予防・拡大防止に向け、具体的な消費者トラブルの事例を迅速に紹介します。 

施策の方向３-１  消費者被害の予防・防止  

〈素案 44～46 頁〉 

(１)多様なチャンネルを活用した情報収集・発信  

消費者の多様性に対応できるよう相談方法や相談のＤＸを推進し、寄せられる
消費生活相談に対して、適切な対応を行います。事案によっては助言に止まら
ず、あっせんや、より専門的な相談先につなげ、最善の解決に努めます。  
また、被害の回復に向けて適切な対応ができるよう、消費生活相談員の専門的

知識の向上を図り、状況に応じて関係機関と連携をしながら対応を進め、悪質な
場合は事業者への指導に結びつけます。  

施策の方向３-2  消費者被害の救済  （１）相談体制の充実による救済の強化  

〈素案 48 頁〉  
第３期八王子市消費生活基本計画を総合的  

かつ計画的に推進していくため、施策の取組 

について活動指標の実績に基づき費用対効果から検証・評価を行い、追

加・廃止していきます。また、計画期間中は成果指標の妥当性について 

も検証や評価を続け、必要に応じて適宜見直しを行います。 

 

計画の進行管理
と公表  

〈素案 49 頁〉 


